寿で暮らす人々あれこれ　４８
番外編　寿地区ドヤ街と関わりのある組織や団体の方とのかかわりについて書きます。
その１　須藤さんのこと
　中区の福祉事務所のソーシャルワーカー（生活相談員）の須藤さんは、女性の相談員である。他区から中区に異動し寿地区の担当になった。20年ほど経験のあるベテランである。
　ある日、当相談所を訪れてくれた。目が大きく活発で聡明な方という印象。工藤さんの寿地区での活動が始まった。須藤さんはちょくちょく当相談所に来て雑談をしていった。
寿地区の担当になりたい思いを長く持っていたのだという。須藤さんは、5年間ほど寿地区の担当をしていただろうか。その後、愛知県にある大学に教員として招請されることになり、横浜市を退職することになった。そのことが決まったと伝えに来て雑談となった。
その時の話が印象に残った。以下のようなことだったと記憶する。
　
須藤さんは、寿地区のドヤを受け持ってしばらくして大変なことに気がついた。女性相談員はドヤの家庭訪問に行かれないということに。家庭訪問に行くことは相談員にとっては当たり前のことだ。「なぜ訪問に行けないのか。」上司に詰め寄ったが納得できる意見は聞けなかった。女性相談員何人かと相談して、ぜひ家庭訪問をしたい、相談員の役割であると何度も上司と話し合ったという。その結果、男性相談員と一緒ならば家庭訪問はよいだろうということになった。須藤さんたちは、それでも納得できなかったのだが、一歩前進として受け入れた。男性相談員と同行して家庭訪問は行われた。そして半年ほどが経過した。須藤さんたちは、改めて上司と話し合いをした。「私たちは一人前の相談員である。いつまで男性相談員と同行の家庭訪問が続くのですか。一人で訪問したい。」と。
　そんな経過があって、訪問が実現したのだった。
　須藤さんは、訪問が実現したある日、訪問する日を知らせるメモを置いておいた方の訪問に出かけた。その方は、部屋を掃除して待っていた。須藤さん用に座布団も用意されていた。お茶も入れてくれた。何人かの訪問を終えて職場に戻った須藤さんに、掃除して待っていた方から電話があった。「須藤さんが着ていた洋服とっても似合っていましたよ。」こんなことを言われたのは初めての経験でうれしかったという。
　
須藤さんには、「歩く日　私のフィールドノート（1995年。ゆるみ出版）」という本がある。初めての家庭訪問のときは、周辺をゆっくり歩いていくのだそうだ。どんな所に住んでいるのかを見ることは人を理解する手助けになる。バスのときなどは、ひと停留所手前で降り行くのだという。須藤さんの心中には、地域の自然や生活の佇まいを見ながら、これから訪問する人の想像は柔らかく広がっているのだろうか。歩くことに、須藤さんの人に寄せる敬意と思いやりがあふれているように思われる。
次回は　番外編その2
